
用語解説 
 
・dB（デシベル）：音の強弱を表す単位。 
【解説】音の強弱を表すのに音の強さ I（W/ｍ2）を用いた場合、私たちの身の回りにある

音は 12 ケタや 13 ケタの数の範囲になる。また、音圧 P（Pa）を用いても６ケタあるいは

7 ケタの数の範囲となるため、私たちが普段使用するにはケタ数が多く、大変不便である。 
そこで、次の式で示す音の強弱を定義し、これを音圧レベル（LP）と呼んでいる（単位

は dB（デシベル））。 
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ILP =   （I0は基準の音の強さ。（I0＝10-12W/ｍ2＝1pW/ｍ2）） 

あるいは 
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PLP =   （P0は基準の音圧。P0＝2×10-5 Pa） 

 
 
・ピークレベル：一回の測定の中で最も数値が高い瞬間の値。 
 
 
・パワー平均：対数で表した数値の平均を求めるために使用する計算方法。 
【解説】対数で表された数値の平均は算術平均で求めることができないため、パワー平均

と呼ばれる方法を用いてその平均値を求める。 
 n 個の和のパワー平均 L は次式で表される。 
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ex. 70dＢと 80dＢの算術平均は 75dＢとなるが、パワー平均では 77.4dB になる。 
 
 

・地域類型：地域類型にはⅠとⅡがあり、都道府県知事が指定する。 
Ⅰは主として住居の用に供される地域とし、Ⅱは商工業の用に供されるⅠ以

外の地域であって通常の生活を保全する必要がある地域である。 


